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第２回定例会は平成 27 年6 月11 日に開催さ

れ、条例改正各種補正予算などを審議しまし

た。
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一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

ホ
ー
ム
の
現
状
に
利

用
者
の
家
族
か
ら

憤
懣
が
満
ち
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム

の
対
策
と
成
果
、
村
の
現

状
把
握
と
対
応
を
伺
う
。

即
戦
力
と
な
る
介
護

職
員
が
４
名
ほ
ど
不

足
し
て
い
る
。
特
に
夜
勤

の
で
き
る
職
員
が
足
り
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か

ら
事
業
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業

で
は
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
10
月
か
ら
30
％
増
や
し

て
い
る
。

　

村
は
常
に
ホ
ー
ム
の
現

状
把
握
に
は
互
い
に
連
絡

を
取
り
合
い
、
情
報
共
有

に
努
め
て
い
る
。

特
養
ホ
ー
ム
の
運
営
は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

か
？ 山

本
　
均
　
議
員

　

見
て
の
と
お
り
こ
れ
は
夏
休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

模
様
。
朝
６
時
30
分
、
ラ
ジ
オ
の
掛
け
声
と
共
に
一
斉
に

始
ま
る
。

　

場
所
は
若
郷
地
区
の
元
小
学
校
の
校
庭
。
東
側
に
真
近

に
新
島
山
が
聳
え
、
そ
の
お
か
げ
で
未
だ
涼
し
く
体
を
動

か
す
に
は
丁
度
い
い
。

　

若
潮
会
（
子
供
た
ち
の
課
外
活
動
の
団
体
）
が
主
催
し
、

子
供
た
ち
に
混
っ
て
地
域
の
大
人
た
ち
も
三
々
五
々
散
集
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
お
よ
そ
30
名
。
こ
の
後
、
帰
宅
し
て

朝
食
と
な
る
。

　

さ
て
、
子
供
た
ち
の
今
日
の
予
定
は
？
夏
休
み
の
宿
題
？

そ
れ
も
い
い
が
、
や
は
り
伸
び
伸
び
ハ
ツ
ラ
ツ
と
体
を
動

か
し
た
い
も
の
。
わ
れ
は
海
の
子
。
夏
は
海
が
一
番
。
く

れ
ぐ
れ
も
事
故
の
な
い
よ
う
、
ま
た
熱
中
症
に
は
ご
用
心
。

表 

紙 

は 

語 

る　
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今
年
度
の
住
民
公

聴
会
の
予
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
日
時
、

テ
ー
マ
等
明
ら
か
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

今
年
度
は
要
望
の
実

施
年
度
と
し
、
住
民

公
聴
会
は
予
定
し
て
い
な

い
。
各
団
体
と
の
意
見
交

換
等
は
担
当
課
が
随
時
実

施
し
て
い
る
の
で
、
必
要

が
生
じ
た
な
ら
ば
私
が
そ

こ
へ
伺
う
。

　

ま
た
今
年
度
は
自
治
会

で
村
へ
の
住
民
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
そ
の
機
会
を
利

用
し
て
も
ら
う
か
、
村
長

室
ま
で
遠
慮
な
く
来
て
も

ら
え
れ
ば
、
と
思
う
。

村
長
は
こ
の
夏
の

観
光
に
各
種
団
体

ど
ん
な
働
き
か
け
を
し
た

か
？
村
は
観
光
に
ど
ん
な

態
勢
で
臨
み
、
盛
り
立
て

て
い
く
の
か
？

来
島
者
が
減
少
し
た

一
因
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
欠
如
が
あ
る
。
お

も
て
な
し
の
心
で
接
し
、

お
客
様
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
徐
々
に
来
島
者
を

増
や
す
着
実
な
歩
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

先
月
、
両
観
光
協
会
、

商
工
会
、
漁
協
、
農
協
、

水
産
加
工
組
合
と
第
１
回

産
業
振
興
会
議
を
開
催
し

た
。
夏
の
観
光
と
い
う
限

定
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
い
団
結
し
て
産

業
界
全
体
の
向
上
を
目
指

し
た
事
業
が
で
き
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
策
定
の
た
め

の
委
員
会
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

現
在
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
お
よ
び
総
合
戦
略

の
策
定
に
向
け
、
起
草
案

の
作
成
を
し
て
い
る
。
こ

れ
を
基
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
業
務
委
託
を
し
、
具

体
的
施
策
の
検
討
を
重
ね

策
定
に
努
め
る
。

　

委
員
会
は
全
体
で
６
回

程
度
、
本
部
委
員
会
（
村

長
、
管
理
職
等
で
構
成
）

は
４
回
程
度
、
合
同
委
員

会
も
必
要
に
応
じ
て
開
催

す
る
。
12
月
ま
で
に
原
稿

ベ
ー
ス
で
完
成
し
、
２
月

末
ま
で
に
印
刷
製
本
が
完

成
す
る
想
定
で
い
る
。

住

民

公

聴

会

の

開

催

は
？

こ
の
夏
は
ど
ん
な
観
光

対
策
が
あ
る
の
か
？

村
の
総
合
戦
略
等
策
定

の
進
捗
状
況
は
？

３
月
定
例
会
で
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登

録
推
進
に
、
広
報
に
い
じ

ま
で
の
紹
介
や
固
定
資
産

税
の
請
求
書
送
付
時
に
お

知
ら
せ
を
同
封
し
て
い
る

前
田
　卓
秀
　議
員

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い

て
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島
に
戻
り
た
い
積

極
的
な
理
由
と
し

て
「
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

だ
か
ら
」
「
家
族
が
居
る

か
ら
」
と
い
う
、
い
わ
ば

島
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
の

普
遍
的
な
意
識
が
あ
る
。

一
方
で
「
働
く
と
こ
ろ
が

少
な
い
」
「
遊
ぶ
と
こ
ろ

が
な
い
」
「
結
婚
が
難
し

い
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
し
て
い
け

れ
ば
島
の
未
来
が
期
待
で

き
る
。

　

村
は
平
成
24
年
度
か
ら

公
共
雇
用
者
の
希
望
リ
ス

ト
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
。
今
後
、
雇
用
状
況
等

の
情
報
を
え
て
お
く
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
減
少

に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ゆ
く
の
か
？

27
年
度
は
、
商
工
会

の
新
規
創
業
者
支
援

を
補
助
し
、
共
に
事
業
に

取
り
組
み
、
成
果
を
検
証

し
、
来
年
度
以
降
も
さ
ら

に
内
容
を
工
夫
し
た
い
。

　

そ
れ
と
同
時
進
行
で
、

空
き
店
舗
や
空
き
住
居
の

調
査
、
最
終
的
に
は
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
視
野
に
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

年
々
減
少
し
て
い

る
観
光
客
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
た
て

て
い
る
の
か
？

特
に
シ
ー
ズ
ン
だ

け
に
絞
り
込
ま
ず

に
、
今
、
来
て
い
た
だ
い

て
い
る
お
客
様
を
大
切
に

し
て
、
同
時
に
、
今
あ
る

資
源
の
再
発
掘
、
新
た
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

を
連
携
し
て
い
き
、
年
間

を
通
じ
て
集
客
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
。

今
夏
の
集
客
対
策
に
つ

い
て

と
の
回
答
を
得
た
が
、
そ

の
後
、
増
え
た
の
か
？

今
年
か
ら
新
島
村
出

身
者
で
つ
く
る
新
島

郷
友
会
を
通
じ
、
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
。

　

周
知
す
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
て
、
継
続
的

に
住
民
や
島
外
在
住
者
の

理
解
を
根
気
よ
く
求
め
て

い
く
。

木
村
　諭
史
　議
員

担
い
手
候
補
で
あ

る
在
校
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か
？

新
島
村
の
長
期
的
な
人

材
の
育
成
・
確
保
・
活

用
の
姿
勢
に
つ
い
て

障
害
児
者
の
就
労
支

援
対
策
の
総
合
的
な

障
害
児
者
就
労
支
援
に

関
す
る
総
合
的
展
望
と

人
材
活
用
・
連
携
の
現

状
に
つ
い
て
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視
点
と
、
そ
の
際
、
関
係
者

の
関
与
を
公
共
私
の
各
段
階

で
ど
う
引
き
出
す
か
、
教
示

願
い
た
い
。

平
成
22
年
度
か
ら

さ
わ
や
か
健
康
セ

ン
タ
ー
に
就
労
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
就
労
面
と
生
活
面
の

支
援
を
一
体
的
に
提
供
し

て
い
る
。

　

在
学
の
児
童
、
生
徒
に

は
最
終
的
に
自
主
的
な
社

会
参
加
を
主
目
的
に
教
育

が
行
な
わ
れ
、
担
任
教
諭

を
通
じ
て
本
人
・
保
護
者

の
意
向
に
そ
っ
た
支
援
を

す
る
。
島
内
で
の
就
労
希

望
に
は
民
生
課
と
連
絡
、

協
議
し
、
卒
業
後
ス
ム
ー

ズ
に
就
労
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

長野県・小布施町まちづくり視察

　　　　　　　　　　　議員　木　村　諭　史

議員視察の前半の目玉として、長野県でもっとも人口の少ない町である小布施町（人

口11,231人.7/1現在）を訪問した。小布施町は特産の栗と葛飾北斎が滞在したことで

知られ、近年は良質のワイン、なによりも住民・行政ともに主体的に関わった町並み修景

が有名であり、日帰り観光が多いものの、観光客が年々増加している（平成20年で76.5

万人と推測）。

　住民が個人

住 宅 の 面 積 を

減らし、たとえコ

スト高を招いて

も、自主的に町

並みに調和する

たたずまいにし

たり、個人の財

産 で あ る 土 地

を融通・交換し

あって、美しい町

並み・散策路を

整備してきた歴史がある。また町並み修景にあたっては、湯布院などの視察などを行い、

綿密に計画がたてられてきた。

お　 ぶ　 せ まち
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　小布施全体で感じるのは、人材教育と活用の意識の高さである。町長室の隣には地

域活動・研究をともにする大学研究室に解放され、町長室に至る通路には大学研究室

がまとめ上げた小布施の修景の歴史が一望できるようになっている。町役場の隣には

『交流と想像を

楽しむ文化の拠

点』と銘打たれ

た『まちとしょテ

ラソ』という図書

館がある。たと

えば５月のイベ

ントでは『お父さ

んによる読み聞

かせ会』『おはな

し会』、絵本から

発展したハーブ

講座などがあっ

た。また、リクルート等の民間企業との人材交流もさかんで、小布施に日本全国から先駆

者を集め、若者100人と語り合う『小布施若者会議』が数百万円単位の予算を拠出して

実施された。

　このような

多様な住民の

出番・居場所

づくりと内外を

含 め た 交 流 ・

一環する人材

教育と人材活

用 の 姿 勢 が

あってこそ、小

布施の修景事

業が成立して

いるといえる。

表面上の成功

事例の模倣で

はなく、きちんとその土壌を変えていくことができるかどうか、学びの多い視察であった。



7

第 73 号  平成 27 年 8 月発行 議　　会　　だ　　よ　　り

議長の目ランド
アイ

　６月16日に新島地区音楽会を、また、６月21日に四島少年柔剣道大会

を拝見しました。

　地区音楽会

では日頃の練習

の成果を出そう

と一生懸命に合

唱や合奏する姿

は見事なチーム

プレーでした。

　全児童・生徒

の凛とした姿勢・

態度にはあらた

めて胸を打たれ

ました。演目も低学年、高学年、それぞれ地域の特徴が出ていたと思いま

す。来年が楽しみです。

　少年柔剣道大会は、全校生徒参加ではないものの、利島、式根島、神津

島、新島の将来を担う少年少女の健全育成と親睦を図ることを目的に実施

されたものです。

　礼に始まり、礼に終る。参加者全員の規律正しい態度を見るにつけ、最近

の我身の挨拶の簡略化を恥じた次第です。

　８月には伊豆諸島・小笠原諸島の少年少女達が一堂に会する「愛らんど

リーグ2015サッカー大会」も予定されています。

　音楽にしろ、スポーツにしろ一生懸命打ち込めば、陰湿ないじめや悲惨

な事件は起きないのではないか？少年少女達の活躍を見させてもらったが、

この中からいつの日か、世界に羽撃く大人に成長して欲しいと願っています。

　がんばれ伊豆諸島、がんばれにっぽん。

議長　 戸 田 邦 市
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３月２６日

４月　３日

　　６日

　７日

　８日

２０日

２７日

３０日

５月１２日

１４日

１５日

２０日

２３日

２６日

６月　４日

５日

８日

１１日

にいじま漁業協同組合の平成 27 年度通常総会に出席

防衛省技術研究本部航空装備研究所上田新島支所長から平成 27

年度の業務説明を受ける

新島小学校入学式に出席

新島中学校及び新島高校の入学式に出席

東京都港湾局及び産業労働局を村長と表敬訪問

島民祭り準備会に出席

海上安全祈願祭に出席

全員協議会

議員視察研修（長野県小布施町・塩尻市）（14 日まで）

島嶼町村議会議長会臨時総会及び島嶼町村会・議長会・東京都行

政部との合同行政懇談会に出席

東京都町村議会議長会による平成 27 年度第１回総会、東京都町

村議会議員講演会及び意見交換会が開催され、議員全員が出席

新島村商工会通常総代会に出席

新島トライアスロン大会の開会式・閉会式に出席

全国町村議会議長・副議長研修会が開催され、副議長と出席（27

日まで）

平成 27 年度東京都大島支庁による管内事業説明会が開催され、

議員全員が出席

議会運営委員会

天宥別当墓前祭に出席

平成 27 年第２回議会定例会

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●

編　

集　

後　

記

　

新
人
議
員
で
広
報
編
集
副
委

員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
議
員
視
察
と
２
回
目
の

定
例
会
を
終
え
て
の
議
会
だ
よ

り
で
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
使
命
感

を
も
っ
て
議
会
活
動
・
議
員
活

動
に
あ
た
る
こ
と
、
よ
り
わ
か

り
や
す
い
議
会
広
報
を
目
指
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
発
信
す
る
だ
け
で

な
く
、
受
け
取
る
こ
と
に
も
責

任
を
も
っ
た
広
報
活
動
も
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議

員
と
し
て
も
、
き
ち
ん
と
人
と

人
の
思
い
を
含
め
て
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を

し
、
意
欲
と
意
識
を
常
に
高
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
広
報
編
集
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

木
村　

諭
史


